




はじめに

　血清 CPK アイソザイムは,本邦においてすでに三好・長嶺・後藤らの報告が

知られているが,その臨床的応用は,いまだ必ずしも日常一般化されてはいない.

前回(昭和 49 年度)に引き続き,今回は更に症例を増して臨床的検討を加えた.

また一部の症例において.LDH アイソザイムを測定し,比較検討を行った


